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自分は教育者？
　　　　　　　　　　　　　　山形大学医学部　副学部長
　　　　　　　　　　　　　　山形大学医学部紀要（医学）編集委員長　木　村　　　理　
（山形大学医学部外科学第一（消化器・乳腺甲状腺・一般外科）講座 教授）　
　
　小さい頃から医師にあこがれて生きてきた。
　医学部に入った時は、これで医師になれるとたいへんうれしかった。
　東京大学を卒業し、先輩に第一外科の名簿をみせられた。大学の教授、准教授、講師な
どに就いているものは少なく、「君らは P<0.05 有意の差をもって教育職にはつけない」と
言われた。
　関連病院の外科部長になるのもできないのか。という現実もたたきつけられた。
　東大は出たけれど・・・という思いはしたが、臨床や研究はおもしろく、一心不乱、五
里霧中でがんばり、それなりに自分をみがき上げた、と思えるようなところまできた。
　留学ののち大学の講座助手になり「スタッフ入り」した。
　しかし自分だけで完結して済む研究をしたものの、学位の面倒をみること、つまりテー
マを考え、実験をさせ、論文作成を手伝うことなど、新たな方向からの仕事が増えた。教
室の運営にもたずさわらねばならなくなった。
　臨床においても、自分の臓器の分野についての内容に責任があった。つまりきちんとし
た手術をしなくてはならない。手術には学生も研修医もきた。学生の講義もしなくてはな
らなかった。
　卒後13～19年の間のことである。齢38才～44才（1992～1998年）のことである。私は無
意識に東京大学医学部附属病院で、助教～講師として学生や他科に入局予定の医師も含ん
だ研修医たち、医局員たちを教えることをしていた。「無意識」というのは、私は目の前の
患者をどのように治したらいかについて、いつも頭の中はフル回転しており、まわりを見
る機会がなかったと言っても過言ではないからである。知らないうちに“教えていた”の
である。
　私の教育歴はこの間、自治医科大学附属病院で非常勤講師として月に１回クルズスを
やっていたこと。また、1998年からは山形大学医学部教授としてずっと2015年に至るまで、
学生を教えていること、この間2005～2008年には教務委員長にも役した。
　2000年から2015年には東京大学医学部非常勤講師としてやはり医学部学生を教えている。
　最近東大病院に親戚、家族が診てもらう機会があった。２度である。外科あるいはそれ
以外の外来にいったときに診察にあらわれた助教～講師たちは私を覚えていて「先生には
1990年代に教えていただきました」という。
　「ああ、あの時の私の行動を“教えていただいた”と表現するのか」と思った。まさに2014
年から2015年の今、それを感じたのである。
　大学病院などの教育病院では常に上は下を、下は上をお互いに教えあっていかなければ
ならない、という。子は親の背中をみて育つともいう。将棋指しは弟子に何も教えないこ
とが多く、弟子と指すのは弟子として採用するときと、弟子がプロになれなくて将棋指し
の世界から去るときだけという。逆に囲碁には何千番も対局して、弟子を教えた人も多い。
　私の場合はどうだったか？
　約20年前はわき目もふらず、髪を振り乱して一生懸命やっていたので“教えた”記憶は
おぼろげでしかない。しかし医学部の後輩たちはその必死さをみて人生の何かを組みとり、
あるいはその人の生きざま・社会でのもまれ方をみて「教えられた」と思うのかもしれな
い。たぶん私は医学というより自分にもがき苦しむ中で一人の人間の 生き様 を教えたのだ。
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